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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第102期

第３四半期

連結累計期間

第103期

第３四半期

連結累計期間

第102期

第３四半期

連結会計期間

第103期

第３四半期

連結会計期間

第102期

会計期間
自  平成22年１月１日

至  平成22年９月30日

自  平成23年１月１日

至  平成23年９月30日

自  平成22年７月１日

至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

自  平成22年１月１日

至  平成22年12月31日

売上高 （百万円） 36,691 36,099 11,048 10,826 49,562

経常利益又は経常損失
（△）

（百万円） 848 1,981 △378 108 1,320

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

（百万円） 4,033 1,377 3,215 △130 3,985

純資産額 （百万円） － － 60,124 62,009 60,668

総資産額 （百万円） － － 108,854111,506110,995

１株当たり純資産額 （円） － － 1,157.761,203.091,168.70

１株当たり四半期
（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

（円） 114.72 39.17 91.47 △3.70 113.37

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 37.4 37.9 37.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,140 △439 － － 2,396

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △9,398 △577 － － △10,457

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △852 763 － － △818

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） － － 5,998 5,976 6,229

従業員数 （名） － － 1,451 1,445 1,448

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第102期第３四半期連結累計期間、第102期第３四半期連結会計期間及び第102期の潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  ４  第103期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

  ５  第103期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1)  連結会社の状況

平成23年９月30日現在

従業員数(名) 1,445 〔804〕

(注) １  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔  〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人数を外数で記

載しております。

２  臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。

　

(2)  提出会社の状況

平成23年９月30日現在

従業員数(名) 385 〔131〕

(注) １  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔  〕内に当第３四半期会計期間の平均人数を外数で記載し

ております。

２  臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)  生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称   生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

繊維事業 676 -

医薬品事業 9,200 -

機械関連事業 1,460 -

その他 16 -

合計 11,354 -

      (注) １  金額は、販売価格ベースで表示しております。

      ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2)  受注実績

当社及び連結子会社は、「機械関連事業」の一部を除き、原則として受注生産ではなく見込生産であります。

なお、受注生産を行っている「機械関連事業」の当第３四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりで

あります。

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比

(％)

機械関連事業 4,520 - 4,851 -

      (注)   上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3)  販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称   販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

繊維事業 2,910 -

医薬品事業 4,160 -

機械関連事業 1,080 -

不動産事業 1,694 -

その他 979 -

合計 10,826 -

      (注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

アステラス製薬(株) 4,170 37.7 4,012 37.1

      ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであり

ます。

(1)  経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による景気の低迷に加え、円

高・株安の進行や、欧米の金融不安など、先行きについては不透明な状況で推移致しました。

このような環境のなかで、当社グループは、繊維・医薬品・機械関連などの製造事業におきましては、

原価低減の一層の推進を図るとともに、他社製品との差別化に向けた新製品の開発に努めてまいりまし

た。また、ショッピングセンターなどの不動産事業におきましては、お客様のニーズを適切に反映した事

業運営を展開してまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、東日本大震災後の医薬品事業における一時的な需

要増の反動や、機械関連事業における受注の遅れなどにより108億26百万円（前年同四半期比2.0％減）

となりました。

営業利益は、医薬品事業における研究開発費の減少により、１億１百万円（前年同四半期は３億42百

万円の損失）となりました。経常利益は、１億８百万円（前年同四半期は３億78百万円の損失）となり

ました。

四半期純損益は、法人税等の負担や当社の本社移転費用の発生などにより１億30百万円の損失（前年

同四半期は32億15百万円の利益）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、当社グループは、第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」

（企業会計基準第17号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

①  繊維事業

肌着・靴下などの衣料品は、カジュアルインナーの販売および肌着の秋冬物初回投入が好調に推移

しました。また、機能性繊維は、耐熱性繊維「アルミナ長繊維」が半導体分野で好調に推移しました。

この結果、繊維事業の売上高は29億10百万円となり、セグメント利益（営業利益）は98百万円となり

ました。

②  医薬品事業

医薬品事業は、東日本大震災による一時的な需要増の反動により全体的に売上が低迷しました。

この結果、医薬品事業の売上高は41億60百万円となり、セグメント利益（営業利益）は58百万円とな

りました。

③  機械関連事業

消防自動車は、東日本大震災以降の受注の遅れにより売上が低迷しました。

この結果、機械関連事業の売上高は10億80百万円となり、セグメント損益（営業損益）は２億44百万

円の損失となりました。
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④  不動産事業

ショッピングセンターは、東日本大震災以降のレジャー控えや消費マインドの冷え込みにより、テナ

ント売上が減少する厳しい状況で推移しました。

この結果、不動産事業の売上高は16億94百万円となり、セグメント利益（営業利益）は５億28百万円

となりました。

⑤  その他

その他の区分は、ホームセンター、ビル管理サービス、訪花昆虫の販売等の事業等により構成されて

おります。

ホームセンターは、防災・節電関連商品の販売が伸長しました。

この結果、その他の売上高は９億79百万円となり、セグメント損益（営業損益）は30百万円の損失と

なりました。

　

(2)  財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,115億６百万円（前連結会計年度末比５億10百万

円増、同比0.5％増）と、ほぼ前連結会計年度末並みの数値となりました。

（資産の部）

流動資産は、538億60百万円（前連結会計年度末比８億38百万円減、同比1.5％減）となりました。増

減の主要な項目は、現金及び預金、受取手形及び売掛金であり、現金及び預金は７億34百万円増加し、

受取手形及び売掛金は12億73百万円減少しました。

固定資産は、576億45百万円（前連結会計年度末比13億48百万円増、同比2.4％増）となりました。増

減の主要な項目は、建物及び構築物、無形固定資産、投資その他の資産のその他であり、建物及び構築

物は９億13百万円減少し、無形固定資産は10億34百万円、投資その他の資産のその他は７億71百万円

それぞれ増加しました。

（負債の部）

流動負債は、237億98百万円（前連結会計年度末比41億１百万円減、同比14.7％減）となりました。

増減の主要な項目は、支払手形及び買掛金、１年内返済予定の長期借入金、その他の流動負債であり、

それぞれ18億３百万円、20億58百万円、９億86百万円減少しました。

固定負債は、256億98百万円（前連結会計年度末比32億70百万円増、同比14.6％増）となりました。

増減の主要な項目は、長期借入金、長期預り敷金保証金であり、長期借入金は34億６百万円増加し、長

期預り敷金保証金は13億２百万円減少しました。

（純資産の部）

純資産は、620億９百万円（前連結会計年度末比13億40百万円増、同比2.2％増）となりました。ま

た、自己資本比率は37.9％となりました。
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(3)  キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」（以下、「資金」という。）は、59億76

百万円となり、第２四半期連結会計期間末に比べ27億74百万円減少（第２四半期連結会計期間末比

31.7％減少）しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、９億８百万円となり、前年同四半期に比べ３億94百万円（前年同四

半期比76.7％増）の支出増となりました。これは、売上債権の減少14億38百万円により資金が増加した

一方、その他の支出の増加17億72百万円により資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、23億32百万円となり、前年同四半期に比べ122億83百万円（前年同

四半期比84.0％減）の支出減となりました。これは、預け入れ期間が３ヶ月を超える定期預金が110億

34百万円減少したことや、有形固定資産の取得による支出が12億79百万円減少したことによるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により獲得した資金は、４億67百万円となり、前年同四半期に比べ３億46百万円（前年同四

半期比42.6％減）の収入減となりました。これは主に、短期借入金の純増減額が３億55百万円減少した

ことによるものであります。

　

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5)  研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は８億４百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1)  主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)  設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった貼付剤包装設備の完

了予定年月を平成23年11月に変更しております。

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,215,00035,215,000
東京証券取引所
市場第１部

単元株式数
100株

計 35,215,00035,215,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

       該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

       該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

       該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

－ 35,215 － 1,817 － 332

　

　

(6) 【大株主の状況】

      当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式

61,100
―

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

（相互保有株式）
普通株式

37,000
― 同上

完全議決権株式(その他)
普通株式

35,058,400
350,584 同上

単元未満株式
普通株式

58,500
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 35,215,000― ―

総株主の議決権 ― 350,584 ―

(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式29株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
片倉工業株式会社

東京都中央区銀座一丁目
19番７号

61,100 ― 61,100 0.17

（相互保有株式）
株式会社松義

東京都千代田区東神田
一丁目17番１号

11,000 26,000 37,000 0.10

計 ― 72,100 26,000 98,100 0.27

(注)  株式会社松義は、当社の取引会社で構成される持株会（片倉共栄会  東京都中央区銀座一丁目19番７号）に加入

しており、同持株会名義で当社株式26,081株を保有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 836 959 880 820 822 853 880 838 826

最低(円) 786 790 641 762 776 770 819 734 726

(注)  最高・最低株価については、東京証券取引所市場第１部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月

１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９

月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,211 27,476

受取手形及び売掛金 ※３
 13,874

※３
 15,147

有価証券 492 491

商品及び製品 3,959 3,571

仕掛品 1,379 1,980

原材料及び貯蔵品 1,747 1,785

その他 4,203 4,252

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 53,860 54,699

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 18,380

※１
 19,293

土地 16,803 16,859

その他（純額） ※１
 3,234

※１
 2,848

有形固定資産合計 38,418 39,002

無形固定資産 1,324 290

投資その他の資産

投資有価証券 15,185 15,064

その他 2,813 2,042

貸倒引当金 △97 △102

投資その他の資産合計 17,901 17,003

固定資産合計 57,645 56,296

資産合計 111,506 110,995
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(単位：百万円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,969 8,773

短期借入金 5,665 5,724

1年内返済予定の長期借入金 452 2,510

未払法人税等 1,071 712

賞与引当金 789 386

役員賞与引当金 － 19

資産除去債務 63 －

その他 8,785 9,772

流動負債合計 23,798 27,899

固定負債

長期借入金 4,442 1,035

繰延税金負債 6,089 5,946

退職給付引当金 2,411 2,413

役員退職慰労引当金 228 253

土壌汚染処理損失引当金 98 106

長期預り敷金保証金 9,739 11,042

資産除去債務 480 －

負ののれん 50 67

その他 2,157 1,561

固定負債合計 25,698 22,427

負債合計 49,496 50,327

純資産の部

株主資本

資本金 1,817 1,817

資本剰余金 332 332

利益剰余金 34,650 33,624

自己株式 △81 △81

株主資本合計 36,718 35,693

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,584 5,402

繰延ヘッジ損益 △9 △10

評価・換算差額等合計 5,574 5,391

少数株主持分 19,716 19,583

純資産合計 62,009 60,668

負債純資産合計 111,506 110,995
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 36,691 36,099

売上原価 22,881 21,963

売上総利益 13,810 14,135

販売費及び一般管理費 ※１
 13,080

※１
 12,481

営業利益 729 1,654

営業外収益

受取利息 66 45

受取配当金 233 278

雑収入 130 231

営業外収益合計 429 555

営業外費用

支払利息 211 160

休止事業所経費等 69 －

シンジケートローン手数料 － 30

雑損失 29 36

営業外費用合計 311 228

経常利益 848 1,981

特別利益

固定資産売却益 5,983 61

投資有価証券売却益 2 7

貸倒引当金戻入額 1 －

受取補償金 14 －

事業譲渡益 － 1,618

その他 77 59

特別利益合計 6,078 1,747

特別損失

固定資産処分損 14 24

減損損失 13 49

投資有価証券評価損 25 19

割増退職金 31 79

災害による損失 － ※２
 334

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 434

その他 12 162

特別損失合計 95 1,104

税金等調整前四半期純利益 6,831 2,624

法人税、住民税及び事業税 916 1,479

法人税等調整額 1,882 △513

法人税等合計 2,799 965

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,658

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 281

四半期純利益 4,033 1,377
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 11,048 10,826

売上原価 6,762 6,530

売上総利益 4,285 4,296

販売費及び一般管理費 ※１
 4,627

※１
 4,194

営業利益又は営業損失（△） △342 101

営業外収益

受取利息 14 13

受取配当金 9 18

雑収入 42 45

営業外収益合計 66 77

営業外費用

支払利息 67 51

休止事業所経費等 25 －

雑損失 9 19

営業外費用合計 102 70

経常利益又は経常損失（△） △378 108

特別利益

固定資産売却益 5,945 －

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 3 1

その他 36 0

特別利益合計 5,986 2

特別損失

固定資産処分損 9 2

減損損失 2 4

投資有価証券評価損 24 1

割増退職金 24 －

本社移転費用 － 82

その他 － 3

特別損失合計 60 94

税金等調整前四半期純利益 5,547 16

法人税、住民税及び事業税 335 △454

法人税等調整額 2,098 598

法人税等合計 2,434 144

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △127

少数株主利益又は少数株主損失（△） △102 2

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,215 △130
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,831 2,624

減価償却費 2,112 1,827

減損損失 13 49

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 434

事業譲渡損益（△は益） － △1,618

負ののれん償却額 △18 △17

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） 432 403

退職給付引当金の増減額（△は減少） △188 △1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △47 △25

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20 △19

土壌汚染処理損失引当金の増減額（△は減少） △10 △7

受取利息及び受取配当金 △299 △323

支払利息 211 160

投資有価証券評価損益（△は益） 25 19

固定資産処分損益（△は益） 14 24

固定資産売却損益（△は益） △5,983 △61

売上債権の増減額（△は増加） 1,743 1,259

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,012 247

仕入債務の増減額（△は減少） △2,323 △1,795

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △826 △1,302

その他 △941 △1,308

小計 1,728 561

利息及び配当金の受取額 299 323

利息の支払額 △258 △193

法人税等の支払額 △629 △1,130

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,140 △439
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △5,810 11

有価証券の売却及び償還による収入 34 －

有形固定資産の取得による支出 △3,612 △1,478

有形固定資産の除却による支出 △103 △100

有形固定資産の売却による収入 167 72

無形固定資産の取得による支出 △35 △1,065

無形固定資産の売却による収入 23 －

投資有価証券の取得による支出 △15 △10

関係会社株式の取得による支出 △126 －

貸付金の回収による収入 78 79

事業譲渡による収入 － 1,900

その他 0 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,398 △577

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 141 △59

長期借入金の返済による支出 △452 △2,648

長期借入れによる収入 － 3,996

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △351 △351

少数株主への配当金の支払額 △50 △50

その他 △139 △122

財務活動によるキャッシュ・フロー △852 763

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,110 △253

現金及び現金同等物の期首残高 15,109 6,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 5,998

※１
 5,976
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

会計処理基準に関する

事項の変更

 

（資産除去債務に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。

当該変更により、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ17百

万円減少し、また、税金等調整前四半期純利益は452百万円減少しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は538百万円であります。

　
（企業結合に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 

平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成

20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第

23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12

月26日公表分）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指

針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

　
【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間

(自  平成23年７月１日

  至  平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　 　 当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

１ 棚卸資産の評価方法

 
当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を一部省略し、
第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定す
る方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての
み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２ 繰延税金資産及び繰延
税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、第２四半期連結会計期間末以降に
経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、
第２四半期連結累計期間において使用した将来の業績予測やタックスプランニン
グを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末

(平成23年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年12月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額   46,075百万円※１  有形固定資産の減価償却累計額   44,933百万円

  ２  保証債務

従業員１名（借入保証） 0百万円
 

  ２  保証債務

従業員１名（借入保証） 0百万円
 

※３  受取手形割引高                    100百万円※３  受取手形割引高                     94百万円
　 　

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間

(自  平成22年１月１日

  至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛費 1,336百万円

広告宣伝費 695百万円

給料手当 3,312百万円

賞与引当金繰入額 494百万円

退職給付費用 413百万円

役員退職慰労引当金繰入額 35百万円

福利厚生費 591百万円

旅費交通費 673百万円

減価償却費 295百万円

研究開発費 3,087百万円

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛費 1,303百万円

広告宣伝費 620百万円

給料手当 3,270百万円

賞与引当金繰入額 478百万円

退職給付費用 470百万円

役員退職慰労引当金繰入額 34百万円

福利厚生費 595百万円

旅費交通費 657百万円

減価償却費 230百万円

研究開発費 2,729百万円

―――――――――――――――――――――― ※２  災害による損失の内訳

災害資産の原状回復費用等 239百万円

操業・営業休止期間中の固定費 41百万円

見舞金・復旧支援費用 33百万円

その他 20百万円

計 334百万円

 
　 　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間

(自  平成22年７月１日

  至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間

(自  平成23年７月１日

  至  平成23年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛費 506百万円

広告宣伝費 230百万円

給料手当 993百万円

賞与引当金繰入額 271百万円

退職給付費用 146百万円

役員退職慰労引当金繰入額 11百万円

福利厚生費 201百万円

旅費交通費 234百万円

減価償却費 88百万円

研究開発費 1,227百万円

 

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛費 512百万円

広告宣伝費 201百万円

給料手当 985百万円

賞与引当金繰入額 259百万円

退職給付費用 170百万円

役員退職慰労引当金繰入額 11百万円

福利厚生費 206百万円

旅費交通費 246百万円

減価償却費 73百万円

研究開発費 804百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間

(自  平成22年１月１日

  至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

    貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 26,911百万円

有価証券勘定 491百万円

短期貸付金のうち現金同
等物(現先)

999百万円

預入期間が３ケ月を超え
る定期預金

△22,403百万円

現金及び現金同等物 5,998百万円

現金及び預金勘定 28,211百万円

有価証券勘定 492百万円

預入期間が３ケ月を超える
定期預金

△22,727百万円

現金及び現金同等物 5,976百万円

　 　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日）

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

  普通株式(株) 35,215,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

  普通株式(株) 61,216

　

３  配当に関する事項

(1)  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成23年３月30日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 351 10.00平成22年12月31日平成23年３月31日

　

(2)  基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

　
繊維事業

(百万円)

医薬品
事業

(百万円)

機械関連
事業

(百万円)

サービス
事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

2,7554,3001,2712,672 48 11,048 － 11,048

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高

0 － － 4 － 4 (4) －

計 2,7554,3001,2712,676 48 11,053 (4) 11,048

営業利益又は
営業損失(△)

△91 △227 △213 555 △76 △53 (288)△342

(注) １  事業区分の方法

製品・商品等の種類・性質と事業形態を考慮して区分しております。

２  各事業の製商品と事業内容

①  繊維事業………肌着、靴下、絹製品、カジュアルインナー、補整下着、機能性繊維の製造・販売、ブランドライ

センス業等

②  医薬品事業……医療用医薬品の製造・販売

③  機械関連事業…自動車部品、消防自動車、農業用機械等の製造・販売、石油製品等の輸入販売

④  サービス事業…ショッピングセンターの運営、不動産賃貸、ゴルフ練習場、ホームセンター、ビル管理サービ

ス等

⑤  その他の事業…遺伝子組換タンパク質の生産サービス、訪花昆虫の販売等

３  営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は286百万円であり、当社の総務・経

理・人事等で発生する管理部門に係る費用であります。

　
前第３四半期連結累計期間（自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日）

　
繊維事業

(百万円)

医薬品
事業

(百万円)

機械関連
事業

(百万円)

サービス
事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

8,32213,1566,9607,937 315 36,691 － 36,691

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1 － － 19 － 21 (21) －

計 8,32413,1566,9607,957 315 36,712 (21)36,691

営業利益又は
営業損失(△)

△86 200 △23 1,642△151 1,581 (851) 729

(注) １  事業区分の方法

製品・商品等の種類・性質と事業形態を考慮して区分しております。

２  各事業の製商品と事業内容

①  繊維事業………肌着、靴下、絹製品、カジュアルインナー、補整下着、機能性繊維の製造・販売、ブランドライ

センス業等

②  医薬品事業……医療用医薬品の製造・販売

③  機械関連事業…自動車部品、消防自動車、農業用機械等の製造・販売、石油製品等の輸入販売

④  サービス事業…ショッピングセンターの運営、不動産賃貸、ゴルフ練習場、ホームセンター、ビル管理サービ

ス等

⑤  その他の事業…遺伝子組換タンパク質の生産サービス、訪花昆虫の販売等

３  営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は848百万円であり、当社の総務・経

理・人事等で発生する管理部門に係る費用であります。
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【所在地別セグメント情報】

    前第３四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

      在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日）

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

    前第３四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

      海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年１月１日  至  平成22年９月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、製品・商品等の種類・性質と事業形態を考慮して事業部及び子会社を置き、事業部及び

子会社は、サービスの向上と売上及び利益の拡大を目指し、事業活動を展開しております。

当社グループは、「繊維事業」、「医薬品事業」、「機械関連事業」、「不動産事業」の４つを報告セグメ

ントとしております。

各事業の内容は下記のとおりであります。

(1) 繊維事業………肌着、靴下、絹製品、カジュアルインナー、補整下着、機能性繊維の製造・販売、ブラン

ドライセンス業等

(2) 医薬品事業……医療用医薬品の製造・販売

(3) 機械関連事業…自動車部品、消防自動車、農業用機械等の製造・販売、石油製品等の輸入販売

(4) 不動産事業……ショッピングセンターの運営、不動産賃貸、ゴルフ練習場

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日）

（単位：百万円）

　 繊維 医薬品 機械関連 不動産
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

売上高 　 　 　 　 　
　

　 　

  外部顧客への売上高 8,61213,2536,1484,9563,12736,099 － 36,099

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5 － － 22 61 89 △89 －

計 8,61813,2536,1484,9793,18836,188△89 36,099

セグメント利益
又は損失（△）

224 883 △114 1,606 △24 2,576△921 1,654

(注) １  その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホームセンター、ビル管理サービス、訪

花昆虫の販売等の事業を含んでおります。

     ２  セグメント利益又は損失（△）の調整額△921百万円には、セグメント間の取引消去△１百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△920百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

       ３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間（自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日）

（単位：百万円）

　 繊維 医薬品 機械関連 不動産
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,9104,1601,0801,694 979 10,826 － 10,826

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 － － 7 21 30 △30 －

計 2,9124,1601,0801,7021,00010,856△30 10,826

  セグメント利益
  又は損失（△）

98 58 △244 528 △30 410 △308 101

(注) １  その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホームセンター、ビル管理サービス、訪

花昆虫の販売等の事業を含んでおります。

     ２  セグメント利益又は損失（△）の調整額△308百万円には、セグメント間の取引消去△１百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△307百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

     ３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。
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(金融商品関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

長期借入金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。

（単位：百万円）

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

長期借入金（注１） 4,894 4,934 40 （注２）

　

（注１）１年以内返済予定分を含めた金額にて表示しております。

（注２）長期借入金の時価の算定方法

長期借入金のうち、固定金利によるものの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に

想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。変動金利によるものは、短期間で市場金利を反

映し、また、信用状態が実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるた

め、当該帳簿価額によっております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末

(平成23年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年12月31日)

　

１株当たり純資産額 1,203円09銭

　

　

１株当たり純資産額 1,168円70銭

　
　 　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結会計期間末

(平成23年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年12月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額（百万円） 62,009 60,668

普通株式に係る純資産額（百万円） 42,293 41,085

差額の主な内訳 　 　

  少数株主持分（百万円） 19,716 19,583

普通株式の発行済株式数（株） 35,215,000 35,215,000

普通株式の自己株式数（株） 61,216 60,278

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（株）

35,153,784 35,154,722

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間

(自  平成22年１月１日

  至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益 114円72銭

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 39円17銭

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第３四半期連結累計期間

(自  平成22年１月１日

   至  平成22年９月30日 )

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日

  至  平成23年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 4,033 1,377

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,033 1,377

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳（百万円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 35,155,028 35,154,214
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
  至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日
  至  平成23年９月30日)

　

１株当たり四半期純利益 91円47銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。
　

　

１株当たり四半期純損失 ３円70銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　 　

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
  至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日
  至  平成23年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期
純損失（△）（百万円）

3,215 △130

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）（百万円）

3,215 △130

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳（百万円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 35,154,868 35,153,823

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月８日

片倉工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人   ト―マツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三 澤   幸 之 助       印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安 藤    武            印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている片倉

工業株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、片倉工業株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月７日

片倉工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人  ト―マツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三 澤   幸 之 助       印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安 藤    武            印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている片倉

工業株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、片倉工業株式会社及び連結子会社の平成23年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。

　
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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